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1.は じめ に

16世 紀初 頭 に初 期 新 高 ドイツ語 で書 か れ た民 衆 本 。EinkurtzweiligLesenvonDil

Ulenspiegel(1515)"に お いて、 前綴 りにuBを もつ す べ て の複合 動詞113例(延 べ 語数)
ユ　

を そ の 現 代 語 訳 と比 較 し、 前 綴 りuBの 用 法 の 変 化 に つ い て 考 察 を行 っ た 。 な お 、 引 用 文

中 のSi.はSichtermannを 、St.はSteinerを そ れ ぞ れ 指 し て お り、 現 代 語 訳 は 、 原 文 の

表 現 に よ り近 い 方 を 対 応 させ た 。 ま た 、 原 文 に は書 記 法 の 不 統 一 が 見 ら れ る が す べ て そ の

ま ま引 用 した 。 引 用 した 例 文 に つ い て は 、 考 察 対 象 の例 文 す べ て で は な く、 各 分 類 の代 表

的 な も の の み を挙 げ た。 下 線 及 び[...]は 筆 者 。

使 用 テ クス ト:

Lindow,W.:EinkurtzweiligLesenvonDilUlenspiegel.NachdemDruckvon

1515mit87Holzschnitten.(Reclam1687[4])Stuttgart1966.

現 代 語 訳:(イ タ リ ッ クで 表 示)

Sichtermann,S.H.:HermannBote.EinkurzweiligesBuchvonTillEulenspiegel

ausdemLandeBraunschweig.2.Aufl.Frankfurta.M.1981.(inseltaschenbuch

336)

Steiner,G.:EinkurzweiligLesenvonTillEulenspiegel.Berlin1955.

II.1.aus(1)33例

ここではまず、形態的に対応す る現代語のaus動 詞 とそのまま置 き換 えが可能 なuB動
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DilUlenspiegel(1515)に お け る動 詞前綴 りuBに ついて

詞33例 について、その代表的な文例 の考察か ら始め るこ とにす る。

基 礎 動 詞ziehen:8例

1)UndhubenandieJungenandzugendieSchuhul3[...](S.17)

UnddieJungershubenan,dieSchuheauszuziehen,(...](S.34:Sichter-

mane)

「そ して 若 者 た ち は 靴 を脱 ぎ始 め た 」;zugenuB=auszuziehen

2)VonStundzochderFurstdenRockuB,[...](S.116)

Sogleich/・der・FurstdenRockaus,C... .7(s.116!Si.)

「即 座 に 領 主 は そ の 上 着 を脱 い だ 」:zochuB=zogaus

3)[...],sogiengerindiseBadstubunndzochsickuB[...](S.200)

z)
C...],gingerindieseBadestube,/・sickausL...1(s.ヱ85'Si.)

「そ こ で 彼(Ulenspiege1)は こ の 風 呂 屋 に 入 り
、 服 を 脱 い だ 」:zochuB=zog

aus

4)AberUlenspiegelhetseinKleideruBgezogen[...](S.161)

DennEulenspiegelhatteseineKleideYausgezogenL...](s.ヱ54Js2.

「し か しUlenspiegelは 自 分 の 服(野 良 着)を 脱 い で し ま っ て い た 」:

uBgezogen=ausgezogen

5)Wansiut3zohenandieFeind,[...]{S.67)

Wennsie....dieFeindeauszogen,C...1(s.70,sの

「彼 ら(味 方 の 兵)が 敵 に 向 か っ て 進 み 出 る 時
」:uBzohen=auszogen

上 記 の5例 は いず れ も基礎 動 詞 にziehenを とるuB動 詞 で、1)、2)、4)は 他 動 詞 、

5)は 自動詞 の例 、3)は 再 帰 用法 だが、 いず れ も形 態 的 に対 応す る現代 語 のausziehenと

その ま ま置 き換 えが可 能 で あ った。 また、再 帰用 法 につ いて は、次 の よ うな例 も見 られ た。

[...],deshalbenzochexBichuBdemlangenRock[...](S.85)

Deshalb/・erdenlangenRockα 郷,C...](s.89'Si.)

「そ れ 故 に 彼(Ulenspiege1)は 長 い ガ ウ ン を 脱 い で
」

この原 文 で は基礎 動 詞 のzochが 、再 帰代 名 詞sichと 前 置詞 句uBdemlangenRockを 伴

って 「～ を脱 ぐ」 とい う意 味 を表 してお り、 これ は現 代 語 の4格 目的 語+ausziehenと 同

じ意 味 に な る。つ ま り分 離動 詞ausziehenは 、 そ の4格 目的 語 と前 綴 りaus(uB)を 前 置

詞 句 に変 換 し、 基礎 動 詞ziehenを 再 帰 動 詞 と して用 い る こ とに よ って前 綴 りな しで も同
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DilUlenspiegel(1515)に お け る動詞前綴 りuBに つ いて

様の意味を表現可能 な動詞 であるこ とが わか る。

基 礎 動 詞gehen:4例

6)DerSchuchmachergienguB,[...](S.127)

DerSchuhmachergrogaus,(...](S.128:Si.)

「靴 屋 の 親 方 は 出 て い っ た 」:gienguB=gingaus

7)Ichsag,alsichvondenLeutengehorthon,diezumiruBandeingon.(S.242)

Ichsageesso,wieichesvondenLeutengehoytbabe,diebeirniyaus-and

eingehen.(S.222:Si.)

「う ち(宿 屋)に 出 入 りす る 人 た ち(お 客)か ら聞 い た こ と を し ゃべ っ て い る ん

だ よ 」:uBundeingon=aus-andeingehen

基 礎 動 詞laufen:1例

8)UndUlenspiegelmustzuFuBmitihnul31auffenfureinFiiBknecht.{S.67)

L...7,襯4E勿 伽 蜘961窺%β'θ 纏 伽 魏 鍬 翫 β 翻s乙α醜 π 必F〃 β肋66履,(s.

89:Steiner}

「そ してUlenspiege1は 歩 兵 と して 彼 ら(他 の 者 た ち)と 共 に 歩 み 出(歩 き ま わ

ら)な け れ ば な ら な か っ た」:uBlauffen=auslaufen

6)～8)は 、 と もに移 動 を表 す 基礎 動 詞gehen、laufenにuBが 付加 され た例 だ が、 い ず

れ もuBの 書記 法がausへ と改 め られ た こ とを除け ば現代 語 と同様 の用 い られ方 が な され

て い る と言 え る。

基 礎 動 詞waschen:4例

9)[...]sie[...]meinten,erkamnochwiderunndwordihndieBeltzui3weschen.

(S.91)

(...]sie(...]meinten,erkameHochwiederandwiirdeihnenaeeze

auswaschen.(S.94:Si.)

「彼 女 た ち(村 の 女 衆)は 、 彼(Ulenspiege1)が ま た戻 っ て き て 、 自分 た ち の 毛

皮 の 汚 れ を 洗 い 落 と し て く れ る だ ろ う と 思 っ て い た」:uBweschen=aus-

waschen

基 礎 動 詞richten:2例

10)DanunUlenspiegeldiseSchalckheithetuBgericht,[...](S.247)

AlsnunEulenspiegeldieseSchalkheitausgerichtethatte,C...](S.282'st.〉

「Ulenspiegelが こ う い っ た い た ず ら を し で か し て か ら」:uBgericht=aus一
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ヨ　

gerichtet

基 礎 動 詞bleiben:2例

11)AberUlenspiegel,derbleibul3andkamnitwider.(S.123)

AberEulenspiegelbliebausandkamnichtwiedey .(s..Z25'Sの

「しか しUlenspiegelは 出 て い っ た き り戻 ら な か
っ た 」:bleibuB=bliebaus

そ の 他 、1例 の み 見 つ か っ た もの 。

ausbrechen:uBbrach=ausbrach「(汗 が)ふ き 出 す 」/ausbrennen:[ ...]waren

uBgebrant=[_]ausgebranntwaren「(ロ ウ ソ クが)消 え る」/ausdienen:[ ...]hetten

uBgedienet=[_]hattenausgedient「(職 人 の)年 季 が 明 け た 」/ausessen:uBaB=

ausaB「 平 ら げ る」/ausgieBen:giessen[...]uB=gieBt[ ...]aus!「(ワ イ ン を)つ ぐ」/

ausgraben:[_]uBgrabenlassen=[...]ausgrabenlassenr掘 り出 す 」/aushohlen:

hulecht[_]uB=hohlte[_]aus「(リ ン ゴ を)く り 抜 く」/ausraumen:[ _]

uBgeraumethett=[_]ausgeraumthatte「 外 へ 運 び 出 す 」/[ ...]spanterseinPferd

uB=[_]spannteerseinPferdaus「 馬 を車 か ら外 す 」/ausspeien:spuwuB=spieaus

「吐 き出 す 」/wischet[
...]uB=wischte[...]aus「 ぬ ぐい 取 る 」。 ま た 動 名 詞 と し て用 い

られ た もの で 現 代 語 と共 通 す る もの もあ っ た。:[zurnte]mitdemUBgon=[zogerte]

mitdemAusgehen「 外 出 す る こ と(を た め ら っ た)」 。

以 上 、 書 記 法 の 違 い に よ る 差 異 は あ る もの の 、uB動 詞 を、 形 態 的 に 対 応 す る現 代 語 の

aus動 詞 と置 き換 え て も意 味 的 な 変 化 が 起 こ らな い例 に つ い て 考 察 し た。

II.2.aus(II)18例

ここでは、uB動 詞が形態的には現代語 のaus動 詞 に置 き換えが可能であ るが その際、

意味的、統語的に何 らかの差異が生 じる例 について考 えてみ る。

基礎 動 詞baden:3例

12)UndalsobadeteeruB,sobesteermochte .(S.15)

Undalsobadeteeraus,soguteresvermochte.(S .34:Si.)

「こ う して 彼(Ulenspiege1)は 心 ゆ くま で た
っ ぷ り と水 浴 び を し た 」

現代語 のausbadenに は主に 「後始末(し りぬ ぐい)を す る」 とい う比喩的、 口語 的な意

味 しか認 め られ な いが、 原 文 のbadeteuBは 「存分 に水 浴 びす る(zuEndebaden)」)と

い う、前綴 りと基礎動詞の意味 をそれぞれ生か した意味で用 い られてお り、aus(uB)の
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「十分に、最後 まで」 とい う独 自の意味が この例文 においてはまだ残存 してい ることがわ

か る。現代語訳では原文 に準 じて、現在ではほ とん ど使われな くなったこの意味 であえて

ausbadenと い う語 を用いたもの と思 われ る。

基 礎 動 詞geben:5例

13)[er]gabBichul3fureinArtzt,[...](S.46}_der]gabsichalsArztaus,

C_J(S.61!Si.)

「彼(Uenspiegel)は 自 分 を 医 者 で あ る と偽 称 し た」

14)[er]gabsichdauBfureingrosserMeister,[...](S.83}

UndEulenspiegelgabsickdaausals970β θηGelehrten,C_7(S.87Si.)

「彼(Uenspiegel)は 自 分 を大 学 者 で あ る と偽 称 した 」

これ らの例 では、 「自ら を～ と偽 称す る」 とい う意 味 のsickfur(als)～ausgebenが 用 い ら

れ て い るが、13)、14)と もに前綴 りuBが 文 末 に配 置 されず、 枠構 造 を形 成 して い ない。

基 礎 動 詞tun:2例

15)[...],daChetersichfureinWullenweberui3[...](S.148)

(...J,gabersichalsWollweberaus.(S.143:Si.)

「彼(Uenspiege1)は 自分 を毛 織 工 で あ る と偽 称 し た 」

こ こで は、 「偽 称 す る」 とい う意 味 で使 用 され る現 代 語 の分 離 動 詞ausgebenに 対 して、

原文 では その基礎 動 詞 がthet(tun)に 置 き換 え られ 、tunがgebenの 意味 を担 って い る。

ち なみ に 現代 語 のsichaustunに は 「脱 衣 す る;意 見 を述 べ る」 とい う意 味 は あ っ て も

「偽 称す る」 とい う用 法 は ない。

基 礎 動 詞bleiben:1例

16)[...],wanUlenspiegelbleibuBmitdenHiinernandmitdemCelt.(S.108)

Denn」Eulenspiegelbliebz癬denH肋 η6γηandmitdemGeldaus.(s.108'

s2.

「と い うの は
、Ulenspiegelが 鶏 とお 金 を持 っ た ま ま帰 っ て 来 な か っ た か ら」

ここで用 いられているbleibuBに ついて も、前綴 りuBが 文末ではな く基礎動詞 の直後に

位 置 してお り、現代語訳 のよ うにausが 文末に位置す る枠構造 を形成す るには至 ってい

ない。 この時代 の文献においては文法が不整備 であったため、規範的な配語法に基づ いて
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文章 を書 くという意識は薄 く、む しろ音韻の関係 をより重視 して語 を配置 していたもの と

思われる。

基 礎 動 詞treiben:1例

17}[...],dasjedermanseinSchweinuBliestreiben,[...](S.144)

C_7,da〃22t/edermannseineSchweineaustreiろenZa∬e,C_7(∫139'Sの

「誰 もが 自分 の と こ ろ で飼 っ て い る豚 を追 い 立 て る よ う に 」

こ の例 文 で は 「放 牧 の た め に豚 を牧 草 地 へ 連 れ 出 す 、 追 い 立 て る」 とい う意 味 でuB

～treibenが 用 い られ て お り
、 現代 語 のaustreibenに その ま ま置 換 され て い るが、 こ こで

は 音韻 の関 係か らか助 動詞lassenが 前綴 りuBと 基礎 動 詞treibenと の間 に挿 入 され て い

るため、 これ に よ って この語 の一 語 と して の結 び付 きが 弱 め られ て い るよ うに思 わ れ る。

基 礎 動 詞schreiben:1例

1$)ConsiliumandeinVersamlungderSchneiderbeschribUlenspiegeluBindie

windischeStat[...](S.145)

EineZusammenkunftandeineVersammlungderSchneiderschriebEulen-

spiegelausindenwendischenStadten(...](S.140:Si.)

「Ulenspiegelは ヴ ェ ン ト諸 都 市 に
、 仕 立 屋 の 会 合 、 会 議 を 開 催 す る と い うお 触

れ を 出 し た 」

「公 示 す る、 広 告 す る」 と い う意 味 の 現 代 語ausschreibenに 対 して 原 文 で はbeschrib

～uBが 用 い られ てお り、 その 基礎 動 詞 には 非分 離 の前綴 りbe一 が付 加 され て い る。 現代

語 訳 では このbe一 を除去 したschreibenを 基礎 動 詞 に用 い て 同 じ意 味 内容 を表現 してい る

こ とか ら、本稿 で取 り上 げ た文 献 で はschreibenとbeschreibenと の 間 に意 味 的 に は大 き

な差 異 が なか った もの と思 われ 、非分 離 前綴 りbe一 独 自の作用 は認 め られ なか った。 また、

こ こで も基礎 動 詞 にbe一 を付加 す る こ とに よって一 語 として の結 び付 きが 弱 め られ て い る

ため、 前 綴 りuBが 語 の一 部 では な く、 「公 に」 とい う意 味 を表 す独 立 した副 詞 として 意

識 され て い た可能性 も考 え られ る。

基}礎 動 言司kehren:1イ 列

19)SoistmeinTreckandEuwerTreckzueinemuBkeret.{S.235)

SowindmeinDreckandEuerDreckzugleichausgekehrt.(S.217:Si.)

「そ うす れ ば お れ の 汚 物 もお ま え さ ん の も い っぺ ん に 掃 除 され る っ て わ け だ
」
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ここではまず原文において、auskehren(「 掃 き出す、掃 除す る」)の 過去分詞 に ・一の脱

落が見 られ る。これは前綴 りuB自 体 にすでに完 了的意味が含 まれているこ とか らge一の

省略が起 こったもの と思われるが、 さちにこの例文 では、原文が状態受動 であるのに対 し
5)

現代語訳では動作受動が用い られている。 この ような例 は他 に も見 られ るが、 この文献に

おいては動作的表現 よ り状態的表現 の方がよ り好 まれる傾 向にあった もの と思われ る。

III.前 綴 りな し13例

ここでは、原文 で用 い られてい る前綴 りuBを 除去 し、基礎動詞のみで原文 のuB動 詞

と同様 の意味 を現代語において表現 してい る文例 を見 ることにす る。

基礎 動 詞hangen:1例

20)[...],wieUlenspiegeleinFrawzuGastlud,derderRotzzuderNasen

uBhieng.(5.217)

(...],wieEulenspiegelvoneinerFrauzuGastgeladenwurde,derderRotz

ausdeyNasehing.(S.225:Si.)

「鼻 か ら鼻 汁 を た ら した 女 がUlenspiegelを(食 事 に)招 待 し た話 」

原文 のzuderNasenuBhiengに 対応 す る部分 が現代 語 訳 で はausderNasehingと な り、

原文 に お け る分 離 前綴 りuBが 現 代 語 に お い て は 前 置 詞 とし て機 能 して お り、ausder

Naseaushangenと い う表 現 に は な って いな い。 また この場 合 、 原 文 にお け る前 置 詞 句

zuderNaseのzuは 方 向 では な く場所 を表 す前 置詞 で あ る と考 え られ る。

基 礎 動 詞gehen二2例

21)DagiengUlenspiegelzumHauguB[...](S.151)

DagingEulenspiegelausdemHauseL...1(S.183st.)

「そ の 時Ulenspiegelは 家 か ら 出 て い っ た 」

原文 のgieng～zumHausuBは 現代 語 訳 で はging～ausdemHauseと な り、 こ こで も原

文 にお け る分 離 前綴 りuBが 現代 語 で は前 置詞 として機 能 して お り、ausdemHauseaus-

gehenと は な らない。 そ して また 原文 中 の前 置詞 句zumHauseのzuは 「家 で」 とい う

場 所 を表 す 前 置詞 と解釈 で き、 これ は 「在 宅 」 を意 味す る現代 語 の 表現zuHauseへ とつ

なが る もので あ る と思 われ る。
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基 礎 動 詞treiben:1例

22)Grogandklein,wiederSchweinhirtzudemThorul3treibt.(S.126)

Gro13andklein,wieesderSchweinehirtausdemToretreibt.(S.127:Si.)

「豚 飼 い が 家 畜 を市 門 か ら追 い 立 て る よ うに
、 大 きい のや ら小 さ い の や ら だ 」

この文例 で も上 記20)、21)と 同様 に、 原文 の前 置詞 句zudemThoruBtreibtが 現代 語 訳

ではausdemToretreibtと 訳 され、 原文 におけ る分 離 前綴 りuBが 現代 語 で は前 置詞 と

して用 い られ て い る。 ま た原 文zudemThorのzuは こ こで も 「市 門へ」 とい う方 向の 意

味 で はな く、 「市 門 で」 とい う場所 を表す 前 置 詞 で あ る と考 え られ る。 この よ うに、 本稿

で取 り上 げ た文 献 に おけ る動 詞前 綴 りuBに つ い て は、対 応 す る現 代 語 にお い て前 置 詞へ

と品詞転 換 され る傾 向が あ るこ とが見 て取 れ る。

基 礎 動 詞Koren:1例

23}[...]andeinandererPriesterhubdieHoheMeBan.DiehortUlenspiegeluB.

(S.110)

C_」,andeinandererPriesterbegannrnitdemHochamt,dasEulenspiegelzu

EndeNorte.(S.109:Si.}

「そ して 別 の 司 祭 が 荘 厳 ミサ を は じめ た
。Ulenspiege1は こ れ を最 後 ま で 聞 い た 」

原文 では前綴 りuBに よって 「十分 に、最後 まで」 とい う意味が表 現 され てお り、 この

uBに 対 して現代 語訳ではzuEnde「 最後 まで」 とい う副詞句が充 て られているが、現代
6)

語 に は前綴 りausがKorenと 結 びつ い てaushorenと な る用 法 は ほ とん どな く、 また古 風
7)

な表現 と して残 って い る もの で もそれ は,,aushorchen「 それ とな く聞 き出 す」"と い っ た

意 味 内容 を表 す もの で あ っ て、分 離 前綴 りausに よ っ て 「最 後 まで」 とい う意 味 を表現

す る用 法 は現代 語 に お いて は まれ であ る。

基 礎 動 詞leiden:1例 、

24)[...],and[du]leidestdieWinterzeituberuB,[...](S.153)

L_1,and(du]mul3tdenganzenWintercaberleiden.(s.ヱ83」 ∫の

「そ して 耐 え抜 い て 冬 を越 す の だ 」

ここで も原文 ではuBがleidenと 結 びつ い て 「最 後 まで耐 え抜 く」 とい う意味 を表 し、例

文23)と 同様 にuBに よっ て 「最 後 まで」 とい う副詞 的 意 味 が基 礎 動 詞leidenに 付 加 され

て い る。 これ に対 して 「最 後 まで耐 え抜 く」 の意 味 のausleidenと い う語 は 現代 語 で は雅
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8)
語 と して特 定 の言 い 回 しにの み用 い られ 、 その ため現 代 語 訳 ではdenganzenTagfiber

の よ うに 「全 体 」 を表 すganzと い う別 の語 に よっ て原 文 に お け るuBの 「最 後 まで」 と

い う意 味が 実現 され て い る もの と考 え られ る。

基 礎 動 詞wahren:1例

25)DazwartdenAbentuB,dasderWirtsodiseKouflutveracht,bi13dazsiezu

Behtgiengen.(S.226)

EswahrtedenganzenAbend,da13derWirtdieKaufleuteverachtlichbehan-

delte,bissiezuBettgingers.(S.209:Si.)

「宿 の 亭 主 は そ の 商 人 た ち が 床 に つ くま で 夜 通 し 中彼 ら を ば か に し続 け た 」

これは、「終了」 を表す完 了的意味のuBが 、wahren「 続 く」 とい う継続的意味の動詞 と

結 びつ いた例 であ るが、投宿 した商人 たちを宿 の主人が ばかにす る とい う行為 が、biB

(bis)以 下 にあるように商人たちが床につ くまで続 くとい う時間的制 限があ り、uBは そ

れ までの一晩中 とい う期 間 を表現 してい る。 このuB動 詞 に対応す る*auswahrenと い う

語は現代語には存在 しないため、 ここで もuBが 現代語 訳ではその期 間全体 を表すganz

とい う別 の語によって置 き換 えられている。

基礎 動 詞blasen:1例

26)DanunderSchweinhirtuBblieB,[...](S.144)

∠41snunderSchweinhiytblies,C..」(S.139'Sの

「さ て 豚 飼 い が(放 牧 の合 図 の)笛 を 吹 き鳴 ら した と き」

原文 のuBblieBは 「(ラ ッパ を吹 い て)知 らせ る」 の意 味 で用 い られ て い る と考 え られ 、

このuBに は 「公 に」 の 意 味が 認め られ るが、 現代 語 に お い て この 意 味 はす で衰 退 して し
9)

まって い る。 その ため現 代 語訳 では基礎 動 詞blasenの みが使 用 され、uBに か わ る別 の語

は立 て られ て い ない。

基 礎 動 詞geben:1例

27)UlenspiegelgabdenaltenGroschenuB[...](S.132)

EulenspiegelgabihmdenaltersGroschen,C_J(s.194Si.)

「Ulenspiegelは そ の 旧貨 グ ロ ッ シ ェ ン を支 払 っ て 」

こ の例 文 で、 原文 のgab～uBは 「支 出す る」 とい う意 味 で用 い られ て い るが、現 代 語 訳
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にはuBに 相 応す るausが 省 かれ て い る。 その代 わ りに現代 語 訳 で はgebenの3格 目的 語

ihmが 添加 され て お り、 こ の よ うにgebenす る方 向 を表 示 す る こ とに よ ってausの 省 略

が 可能 とな った もの と思 わ れ る。

IV.1.hinaus21例

ここでは、原文 におけるuBの 対応表現 としてhinausが 現代語 訳で用い られてい る例

を見てみ る。ausの 「内か ら外へ」 とい う方 向性がhinに よって強調 されてい る文例 が以

下 のように見 られた。

基 礎 動 詞gehen:5例

28}[...]and[Ulenspiegel]giengzuderThiiruB[...](S.201}

UndergingzurTiirhinaus(...](S.187:Si.)

「そ して 彼(Ulenspiegel)は 扉 か ら外 へ 出 て 」

基 礎 動 詞laufen:3例

29)[...]and[Ulenspiegel]voltzurThiirenuBlauffen.(S.156)

C...Jand[Eulenspiegel]wolltezuyTurhinauslaufen.(s.ヱ49'Sの

「そ し て(Ulenspiegelは)戸 口か ら逃 げ 出 そ う と した
」

基礎 動 詞fuhren:4例 　
30)Dem(=Ulenspiegel)seieinPferdgestorben,dassolteerauBfiiren,[...](S.

192)

Dem(=Eulenspiegel)seieinPferdgestorben,dassolleerhinausfuhren;L_1

(S.225:St.)

「そ の 人(Ulenspiegel)の 馬 が 死 に
、 そ れ(馬 の 死 骸)を 外 へ 運 び 出 し て も らい

た い」

基 礎 動 詞reiten:2例

31)[...]and[Eulenspiegel]saBuffseinPferdand[refit]zuderDiiruB.(S.235)

UndersetztesickaufseinPferdandrittzumTorhinaus.(S.217:Si.}

「そ し て(Ulenspiegelは)馬 に ま た が り戸 口か ら外 へ 出 て い
っ た 」

32)[...]and[Eulenspiegel]satteltreinPferdandrefitzuderThiirenu13[...](S.

238)

UndersattelteseinPferd,ritt9瑚 吃TorhinausC., -7(S.219JSi.)

「そ して(Ulenspiege1は)自 分 の 馬 に 鞍 を 置 き
、 戸 口 か ら 馬 に 乗 っ て 出 て い き

な が ら」
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基 礎 動 詞lassen:2例

33)Alsoliel3mansieu13.{S.196)_{Alssiemodeandabgespanntwurde),lief

mansiehinaus.(S.181:Si.}

「そ こ で 彼 女 は 外 へ 連 れ 出 さ れ た 」

以 上 の よ うに 、 「外 へ 」 とい うuBの 方 向 性 が 現 代 語 で はhinausと い う形 で 強 調 さ れ て い

る の だ が 、 こ れ ら の う ち 例 文28)のgiengzuderThiiruB、 例 文29)のzurThuren

uBlaufen、 例 文31)の[reit]zuderDUruB、 例 文32)のreitzuderThUrenuBな ど に 見

ら れ るzuは 、 先 に も述 べ た よ うに 扉 あ る い は 門 と い う場 所 そ の もの を表 し、 そ こ か ら外

へ とい う方 向 性 は す べ てuBに よ っ て 表 現 さ れ て い る もの と思 わ れ る 。 な お 例 文31)の 原

文 。[Eulenspiegel]saBuffseinPferd"と そ の 現 代 語 訳 。ersetztesichaufseinPferd"に

お い て 、 原 文 中 のsaBは 自 動 詞 で あ るが 後 続 のuff前 置 詞 格 目的 語 は4格 を と っ て い る と

見 られ 、 こ の た め 現 代 語 訳 で は他 動 詞setzenの 再 帰 用 法 が 対 応 表 現 と し て 用 い ら れ て い

る。 この よ うに 動 作 を 表 現 す る際 、saBと い う 自動 詞 に よ っ て 状 態 的 表 現 が こ こ で は と ら

れ て い る こ とが わ か る。 ま た 例 文33)原 文 中 のlieB～uBに 対 して は 現 代 語 のhinauslassen

が 充 て ら れ て い る が 、 こ のhinauslassenは 南 部 ・オ ー ス ト リ ア 方 言 のauslassen:

。freilassen,loslassen「 解 放 す る」"をhinに よ っ て 強 調 的 に 用 い た 表 現 で あ る と考 え られ

る。

そ の 他 一 例 だ け 見 つ か っ た もの 。

hinausjagen:zuderThUruBjagen=zurTizrhinausjagen「 戸 口か ら追 い 出 す 」/hinaus-

sehen:sahe[_]zudemFensteruB=sah[_]zumFensterhinaus「 窓 か ら外 を見 や

る 」/hinaus-,(heraus-)stoBen:stie(3[...]uB=[_]hinausstieB「 突 き破 る 」/hinaus-

steigen:war[...]uBgestigen=[...]hinausgestiegenwar「[ぶ ち抜 い た 屋 根 か ら]外 へ

出 る」/hinausrecken:reckt[...]zumFensterul3=reckte[...]zumFensterhinaus

「窓 か ら さ し出 す 」

IV.2.heraus5例

こ こで は、hinausと は逆 の方 向 を示 すheraus「 中か ら(こ ち らの)外 へ 」 が 原文 のuB

に対 応す る現代 語 として基礎 動 詞 に添 加 され た例 につ い て考 えて み る。

基礎 動 詞kommen:3例

34)[...],wanihmwasleid,dasesmochtuBkumen.(S.223)

C..」,dennerbefurchtete,dadesherauskame.(s.206'Si.)

一一49一



DilUlenspiege1(1515)に おけ る動詞前綴 りuBに つ いて

「とい うの は、彼(Ulenspiege1)は 秘 密 が 明 るみ に出 るの を恐 れ たか らだ」

例 文34)のuBkumenに よ っ て表 現 され て い る 「秘 密 が 漏 れ る」 とい う意 味 は 現 代 語 の

auskommenに もあ るが 、現 代 語 訳 で は さ らにherが 付 加 されausが もつ 「公 に、公 然

と」 の 意 味 に加 えて 「公 の場 に 出 て くる」 とい う方 向性 の強 調 が 見 られ る。 こ の よ うに

ausにherを 付 加 して現代 語 訳 され た例 に は次 の よ うな もの もあ る。

heraushelfen:Dahalffen[...]uB=Dahalfen[..。]heraus「 助 け 出す」/

herausbeschworen:uBbeschweren「 悪霊 を追 い払 う」

V.1.hervor:2例

上 で述 べ たherausと 類 似 して 「内側 か ら外 へ 、 手 前 へ」 とい う意 味 を もっhervorが

uBに 対 応 して用 い られ た例 も以下 の よ うに見 られ た。

基 礎 動 詞hangen:2例

35)[...]denRocksoverabgeschnitten,alserunderdemManteluBhieng,[...]

(S.258)

1...]denRocksoweitabgeschnitten,wieerureterdemMantelhervorhing.

(S.239:Si.)

「上 着 が コー トの 下 か ら垂 れ 下 が っ て い る とこ ろ で 切 っ て し ま う」

この例文 では、 「コー トの下」 とい う場所 において上着が外へ垂 れ下が っている とい う状

況が表現 されているが、「外へ」 を表すuBに 対 して現代 語では 「内側か ら外へ」 を意味

す るhervorが 用い られてお り、 ここで もuBの 方向性が よ り強 く表現 され ている と言 え

る。

V.2.vor:1例

また さ らに次 の文 は、herを も取 り除 い たvorだ け の 形 でuBと の 置 き換 え を行 って い

る例 で あ る。

基 礎 動 言司geben:1{列

36)Die14.Historiesagt,wieUlenspiegeluBgab,daserzuMegdburgvonder

Laubenfliegenwolt,[...](S.42)
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WieEulenspiegelvorgab,daleerzuMagdeburgvonderLaubefliegenwollte,

C....7(s.65JSt.)

「Ulenspiegelが(市 役 所 の)張 り出 し出 窓 か ら飛 ん でや る と言 い ふ ら した 話 」

原文 のuBgab「 公 言す る」 にお いて は前 綴 りuBに 「公 に」 とい う意 味 が 認 め られ るが、

このuBがvorに 置 き換 え られ た 現代 語 訳 のvorgab「 偽 っ て 申 し立 て る」 で は、発 言 内
11)

容 の真偽 に焦点が当て られてお り、 ここには意味的 なずれが生 じているよ うに思われる。

VI.auf3例

基礎 動 詞essen:2例

37)[...]and[Ulenspiegel]aBdasWeiBmuBallesuB[...](S.220)

Underα βdasgauzeレ レ冨β彿z6∫auf,L...1(s.204ごSi.)

「そ して(Ulenspiegelは)ミ ル クが ゆ を す べ て 平 らげ た 」

こ の例 文 で はaB～uBが 現 代 語 のaufessen「 平 ら げ る」 で書 き換 え られ て お り、uB→

aufと い う前綴 りの交換 が 見 られ るが、 このaB～uBに 形 態的 に対 応す るausessen「 食 べ

尽 くす」 とい う語 は現 代 語 に も存 在 し、意 味 的 に もaufessenと ほぼ 同 じで あ る。 また文

法 的 に もausessen、aufessenと もに容 器(Teller、Schusselな ど)と 食 べ 物 そ の もの と

の いずれ の語 を も目的語 と して取 る こ とが で き るた め、現 代 語 訳 に もausessenを 用 い る

こ とが可 能 な はず だが、 現代 語 では前 綴 りをaufと す る方 が よ り自然 に感 じられ る とい う
12)

傾 向があるのか も知れない。

38)DastreibersoLang,bitzsiedieMurcken,dasWeckbrot,garuBmustenessen.

(S.24}

Dastriebersolange,bisdieKinderalleBrockendesWeckbrotesaufgegessen

batten.(S.40:Si.)

「彼 ら(子 供 た ち)が 豚 肉 汁 を か け た 白パ ン を残 さず 食 べ き る ま で 彼 は そ れ(鞭

で 打 つ こ と)を 続 け た」

こ こ で は 原 文 に お け る語 順 に 現 代 語 に は な い 特 徴 が 見 られ る。 前 綴 りuBと 基 礎 動 詞

essenと の間 に助動 詞mustenが 挿 入 され 、uBessenmustenと は な らず例 文 に見 られ る よ

うに助 動詞 構 文 にお い て前綴 りが基礎 動 詞 か ら分 離 した状 態 で配 置 され て い る。 この現象

は助動 詞mustenだ け に とど ま らず、例 文17)のuBliestreibenの よ うにlassenに も見 ら

一51一



DilUlenspiegel(1515)に お ける動詞前綴 りuRに ついて

れ る こ とで あ り、 ま た前 綴 りabに 関 し て も、 。[...],vordenmansichmuBneigenoder

dieKugelabmuBziehen(S.108)(=C...J,voydenenmansichneigenoderdieKappe

ziehen吻%β.(S.108:Si.))"の よ うにabziehenがmuBに よ っ て 分 割 され た例 も見 られ

る。 これ ら の例 に お け る語 の 配 置 に つ い て は、 文 法 規 則 に 優 先 して 音 韻 的 影 響 の 方 が よ り

強 く作 用 し た た め と考 え られ る。

基 礎 動 詞brechen:1例

39)[...]and[er]BrachdazDachobenuB[...](S.119)

(...],brachdasDachobenauf(...](S.121:Si.)

「そ し て 彼(Ulenspiegl>は 上 の 屋 根 を ぶ ち破 っ た」

この例 文 で は、uQの 「外へ 」 とい う意 味 とaufの 「開 く」 とい う意 味 がbrechen「 壊 す 」

とい う動 作 を介 して、Dach「 屋根 」 とい う対 象物 に対 して結果 的 に は同 じ作 用 を及 ぼ す

表 現が 示 され て お り、基礎 動 詞brechenに つ い ては 前綴 りuBとaufの 置 換 が 可能 で あ る

こ とが わ か る。

W.durch3例

基 礎 動 言司arbeiten:1{列

40)[...],ermusdieWochenul3arbeiten.(S.149)

C...]ノbeimirmulleydieWe)thedurcharろeiten.(S.ヱ43'Sの

「う ち で は 職 人 は 一 週 間休 み な しで働 か な け れ ば な らん ぞ 」

原文 にお け るuBarbeitenのuBは 完 了 的意 味作 用 を基礎 動詞 に及 ぼ して い る と考 え られ 、

現代 語 のausarbeitenも 「仕上 げ る」 とい っ た意 味 を表 して い る。 それに対 して現代 語訳

のdurchは 継 続 的 で 「行 為 の連続 」 を表 してお り、 この文 例 で は時 を示 すdieWocheを

伴 って 「一 週 間働 き続 け る」 とい う継 続 的 意味 とな って い る。 そ うす る と原文 のuBに も
13)

durchと 同様 に継続的意味の可能性が考 え られ るが、 しか し原文 のuBは 一・週 間働 き続け

てその後 に働 き終わ る時点に焦点が当てちれた完 了的意味 を表現 してい るとも解釈 され、

uBに 継続性は想定 しに くい。従 ってここでは原文 と現代 語訳 とでarbeitenと い う動作の

様 態の把握に違 いがあるように思われる。 また これ と同様の例 として、次のよ うな文例 も

見 られた。 この場合、werckenはarbeitenと ほぼ同 じ意味である。

(基礎 動詞werken:1例)
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41)[...],ichsoltdiegantzWochuBwercken.(S.149)

C...],ichsollediegauzeWochedurcharbeiten.(S.143:Si.)

「一 週 間 中 休 ま ず 働 け(と お っ し ゃ っ た)」

基 礎 動 詞bringen:1例

42)[...],dazersichmitseinerBiibereinitwolul3bringenmocht.(S.77)

L..-1,dal3ersickmitseinenStreichennichtrnehrldngerdurchbringen

konnte,r...](S.100:St.)

「い た ず ら で は 彼(Ulenspiege1)は も は や 暮 ら して 行 け な い」

例 文42)に お け るuBbringenはsichを 伴 って 「暮 ら しを立 て る(sichernahren)」 とい う

意 味で用 い られて お り、 こ うい っ た意 味 は現代 語 に も、 また 中高 ドイツ語 、初 期 新 高 ドイ
14)

ツ語 、 あ る い は 中世 低 地 ドイ ツ語(mnd.Otbringen)に も 見 られ な い 用 法 で あ る が 、 こ

の 場 合 のuBは 現 代 語 訳 のdurchと 同 様 に 「切 り抜 け る」 と い う完 了 的 な 意 味 を表 し て お

り、 こ こ にuBとdurchの 置 換 を可 能 とす る類 似 、 共 通 点 が あ る と言 え る。

そ の 他 、 基 礎 動 詞machenに つ い て はfertigと 、richtenに つ い て はanと 置 き換 え て

現 代 語 訳 され て い る例 が 一 例 ず つ 見 ら れ た。

fertigmachen:machdenWolffrechtuB=machdenWolffertig「 狼(の 皮 で で きた 上

着)を 仕 上 げ る」/anrichten:alserdieSchalckheit[...]hetuBgericht,[...]=alser

[...]dieSchalkheitangerichtethatte,[...]「 い た ず ら を しで か す 」

V皿.お わ り に

以上、初期新高 ドイツ語 で書かれた原文 とその現代語訳において、同 じ基礎動詞に対 し

て前綴 りuBが どの ように変化 して用 い られているか を文 献中の101例 につ いて考 察 し、

分類 を試み たわけだが、残 り12例 のuB動 詞に関 しては、現代語訳において基礎動詞その

ものが原文 とは異なった語 に置 き換え られているため、前綴 りのみの変化、働 きを見 るに

は至 らなか った。

注

1)einuf3gelef3nerSchalck,einuBerlesenSchalckの よ う な 分 詞 形 容 詞 は 考 察 か ら除 外 し た 。 ま た 、uB

動 詞 の 表 記 はLindowの テ ク ス トで は 常 に 一 語 書 き で あ る が 、Kizrschnerで は ほ と ん ど が 分 か ち 書

き さ れ て い る 。(Kiirschner,DeutscheNationa1-LitteraturBd.25.Volksbiicherdes16.Jahr-

hunderts.Eulenspiegel.Faust.Schildbiirger.Hrsg.vonFelixBobertag.Stuttgart1873.)

2)北 部 方 言 。 標 準 語 で はBadezimmer。

3)AlsEulenspiegeldieseSchalkheitvollbrachthatte,[...]{S.195:Si.)
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DilUlenspiege1(1515)に お け る動詞前綴 りuBに つ いて

4)Paul,H.:DeutschesWorterbuch.10.Aufl.Tubingen2002.S.115.

　fertigBaden":Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854-1971.(dtv

5945)Bd.1.S.827.

5)拙 稿:「 初 期 新 高 ドイ ツ 語 民 衆 本 。DilUlenspiegel(1515)"の 語 法 に つ い て 」、 大 手 前 大 学 社 会 文 化

学 部 論 集 第1号(2001)、S.63f.参 照 。

6)Duden:DasgroBeWorterbuchderdeutschenSprache.10Bde.3.Aufl.Mannheim1999.

R.Klappenbach/W.Steinitz:WorterbuchderdeutschenGegenwartssprache .6Bde.Berlin1964-

77.こ れ ら い ず れ の 辞 書 に も 。aushoren"は 見 出 し語 と し て 登 録 さ れ て い な い 。

7)Brockhaus-Wahrig:DeutschesWorterbuch.&Bde.Wiesbaden/Stuttgart1980-84.S.425.

8)KlapPenbach:。ausgelittenhaben「 耐 え 抜 く(=死 ぬ)」",Brockhaus-Wahrig: 。(selten)zuEnde

leiden「 最 後 ま で 耐 え る 」".

9)現 代 語 のausbIasenは 「吹 き 消 す 、 吹 き 出 す;吹 き 止 む 」 と い っ た 意 味 で 主 に 用 い ら れ る。

10)uBよ り現 代 語 に 近 いauBと い う形 で 現 れ た 例 は こ の1例 だ け で 、 現 代 語 と 同 形 のausは 本 稿 で 取 り

上 げ た 文 献 に は 見 ら れ な か っ た 。

11)Sichtermann(S.58)で は 原 文 のuBgabに 対 し て 。verkiindete「 公 表 す る 、 明 言 す る 」"が 用 い ら れ て

い る 。

12)Brockhaus-Wahrig,Dudenで はausessen:,ganzaufessen"と 説 明 さ れ て お り、ausessenはaufes.

senを 強 調 し た 記 述 と な っ て い る た め 、 両 者 の 問 に は 意 味 的 な 強 さ の 程 度 に 差 が あ る も の と思 わ れ る 。

13)原 文 で は 。DieganzeWocheohneUnterbrechung"(S.149)と い う 注 釈 が 付 さ れ て い る。

14)Lubben,A.:MittelniederdeutschesHandworterbuch.Leipzig1888:Nachdruck,Darmstadt1995 .

S.456.
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